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不破さんの写真を添付させて頂きました。 
白い花みつけてうれしやまぼうし雨の登山のぶりょうなぐさむ 
あかさかの篠つく雨に下る道かくれ七滝八滝に変わり 
賤ヶ岳しみじみ偲ぶ古戦場こうべをたれる武将の姿 
なわばりを誇示して激しうぐいすの梅雨の晴れ間にさえずりかえす 
海津浜桜並木のおきあいに竹生島なる島影ひとつ                    
     
 いつの間にか？リーダー交代となってしまった様です。若輩リーダーで

すが、諸先輩方の皆さんが雨にも負けず楽しんでもらえた事を嬉しく思い

ます。登山中も、宴会の最中も、元気いっぱいで和気あいあいの様子で、

これだけで十分と思いました。これからも、楽しい登山を続けていきたい

と思っています。よろしくお願いします。 

      駐車場を出るころから降り出した雨はさらさ温泉登山口でも雨、頼りにしていた天気男も

ここ奥琵琶湖の雲上の神様には届かなかったらしい。中止も視野に入れてみたが、ひどい雨でなく笠を

差しても歩けるコースで危険箇所もないとの判断でスタート。はじめからの階段のオンパレードとにか

く長い、でも近くを流れる沢の水はとても澄んでおり、なんと大きなヒキガエルやトノサマガエルが迎

えてくれ思わず手が出てしまう。雨に濡れたヤマボウシと共に慰められた。残念ながら琵琶湖や若狭湾

と３６０度の眺望は望めなかったけれど、秋の紅葉は素晴らしいといわれる明王の禿もぜひ登ってみた

いと思いました。宿はなんと洋食で油井さんのワインで食前にすっかり盛り上がりなんとも楽しく、ま

た、朝は天然温泉につかり山へきたのか温泉に来たのかお天気のことなど気にもならないほど。なんと

次の日は薄曇り登山道はひろくおしゃべりに負けずとオオルリ、ウグイスの声、天下分け目の戦いがあ

った所だけに中川清秀の墓、猿ガ馬場、砦跡、ケヤキの大木など、ひと時そんな時代にひたる思いがす

る。木々の間から待ちに待った琵琶湖、余呉湖も眺められ足もますます速まるものだ。国民宿舎余呉湖

荘まであっという間に着き、湖にそって車道を余呉駅前の駐車場へ、ひとつ残念だったのは豊公荘に着

いたのが遅く食堂がクローズされ温泉のみとなってしまって申し訳なく思いました。油井さんの句と 
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    奥琵琶湖の山を楽しみながら親睦をはかる 
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赤坂山、賤ヶ岳    

古武士の周りは元気印の仲間達 


